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ユーザガイド

はじめに

設定の準備

デバイスに Cisco Jabberをインストールしたら、システム管理者からサインイン方法とアカウント情報を入手します。

組織によっては、本書で説明されている機能がすべてサポートされていない場合もあります。

詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

（注）

簡易サインインを使用した設定

システム管理者は、簡易サインインまたは手動によるサインインのアカウントを設定できます。サインインの手順は

アカウント設定によって異なります。

手順

ステップ 1 Cisco Jabberを開きます。

ステップ 2 ライセンス契約および利用規約を読み、[許可]をタップします。

ステップ 3 [Cisco Jabber]画面を確認し、[今すぐ開始]をタップします。

ステップ 4 指示されたら、サーバ証明書を確認します。

証明書を承認してよいかどうか確信がない場合は、管理者に問い合わせてください。

ステップ 5 ユーザ名を username@example.comの形式で入力します。
ステップ 6 [続行]をタップして、画面の指示に従ってサインインします。

次の作業

ユーザー名とドメインが認識されない場合は、手動でアカウント情報を設定します。 [詳細設定]から以下のオプショ
ンのいずれか 1つを選択できます。詳細については、次のセクションを参照してください。

• Cisco IM and Presenceサービスの手動での設定, （3ページ）

• Cisco WebEx Messengerの手動設定, （3ページ）

•電話サービスのみの手動設定, （4ページ）
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アカウントは、[アカウントタイプの変更]を使用して手動で変更できます。

Cisco IM and Presence サービスの手動での設定

手順

ステップ 1 [詳細設定]をタップします。

ステップ 2 [自動]をオフにし、手動でアカウントにログインします。

ステップ 3 [Cisco IM and Presence]をタップします。

ステップ 4 [サーバ情報]で、サーバアドレスを入力します。

ステップ 5 [保存]をタップします。

ステップ 6 ユーザ名とドメインを username@example.comの形式で入力します。
ステップ 7 [サインイン]をタップします。

サインインすると、Cisco Jabberが開きます。

ステップ 8 サーバ証明書の検証を求めるメッセージが表示されたら、管理者に問い合わせて、証明書を承認しても

よいかを確認します。

Cisco WebEx Messenger の手動設定

手順

ステップ 1 [詳細設定]をタップします。

ステップ 2 [自動]をオフにし、手動でアカウントにログインします。

ステップ 3 [WebEx Instant Messaging]をタップします。

ステップ 4 [保存]をタップします。

ステップ 5 ユーザ名とドメインを username@example.comの形式で入力します。
ステップ 6 [続行]をタップします。

ステップ 7 パスワードを入力します。

ステップ 8 [サインイン]をタップします。
サインインすると、Cisco Jabberが開きます。
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電話サービスのみの手動設定

手順

ステップ 1 [詳細設定]をタップします。

ステップ 2 [自動]をオフにし、手動でアカウントにログインします。

ステップ 3 [電話サービスのみ]をタップします。

ステップ 4 [サーバ情報]に対して TFTPサーバおよび CCMIPサーバのアドレスを入力します。

ステップ 5 [保存]をタップします。

ステップ 6 ユーザ名とドメインを username@example.comの形式で入力します。
ステップ 7 [続行]をタップします。

ステップ 8 パスワードを入力します。

ステップ 9 [サインイン]をタップします。
サインインすると、Cisco Jabberが開きます。

ステップ 10 サーバ証明書の検証を求めるメッセージが表示されたら、管理者に問い合わせて、証明書を承認しても

よいかを確認します。

プロファイル

プロファイル写真の編集

デバイスからプロファイル写真を編集できるのは、クラウドベースのインスタントメッセージングとプレゼンスのユー

ザのみです。プロファイル写真を編集できない場合は、該当の機能を有効にするようシステム管理者に連絡してくだ

さい。

手順

ステップ 1 ユーザプロファイルを選択します。

ステップ 2 [編集]をタップして、プロファイル写真を編集します。

ステップ 3 デバイスに保存されている写真を選択するか、新規の写真を撮影します。
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通話

電話サービスアカウント

Cisco Jabberで通話する場合、アプリは勤務先電話番号を使用し、その番号を通話相手に表示します。

アカウントの設定方法によっては、異なる方法で電話をかけることができます。

基本的な電話サービスアカウントでは、Voice over Internet Protocol（VoIP）を使用して音声/ビデオ通話を発信できま
す。ビデオ機能はデフォルトで有効になります。システム管理者は Dial via Office（DvO）を有効にすることもできま
す。この機能により、勤務先電話番号とモバイルボイスネットワークを使用して通話できます。

システム管理者が DvO機能を有効にしているかどうかを確認するには、アカウント設定を確認します。

•

DvOは iPhoneでのみ使用できます。これはCollaboration Edge環境ではサポー
トされません。社外でこの機能を使用するには、VPNが必要です。

（注）

次の表に、VoIP通話と DvO通話の動作を比較した結果を示します。

表 1：VoIP 通話と DvO 通話の動作比較

DvOVoIP

モバイルボイスネットワークWi-Fiまたはモバイルデータネット
ワーク

使用するネットワーク

12
同時にアクティブにできる通話は 1
件のみです。もう 1件は自動的に保
留になります。

最大同時通話数

応対不可応答可能通話中の機能

（保留、会議など）

ネイティブの電話アプリで開くCisco Jabberで開く着信通話

入力した番号がダイヤルされる前

に、社内通話システムによりコール

バックされる

入力した番号が Cisco Jabberによっ
てただちにダイヤルされる

発信通話

次の表に、電話サービスアカウントの設定に基づいてCisco Jabberの [設定]メニューで設定可能な、通話設定のリスト
を示します。
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表 2：通話の設定

変更できる Cisco Jabber の設定アカウントの状態

[自動的に送信]：この設定を使用して、通話のビデオのオン/オフを自動的
に切り替えます。

[モバイルデータネットワーク]：この設定を使用して、モバイルデータ
ネットワーク使用時のビデオを自動的にオンまたはオフにします。

低域幅モードを有効にしている場合、これらのオプションは利

用できません。

（注）

ビデオが有効

[低帯域幅モード]：この設定を使用すると、低帯域幅ネットワークに接続
されている間に VoIP通話を発信するとき、音声が最適化されます。

DvOが無効

[通話オプション]：Cisco Jabberで常に VoIP通話を発信するか、常にモバ
イルボイスネットワークを使用して通話するか、ネットワーク接続に基

づいて通話方法を自動的に選択するかを指定します。

[低帯域幅モード]：VoIPを使用する通話オプションを選択した場合は、
Cisco Jabberに [低帯域幅モード]設定が表示されます。この設定を使用す
ると、低帯域幅ネットワークへの接続中に VoIP通話を発信する場合、音
声が最適化されます。

DvOが有効

Dial via Office（DvO）を使用した通話の発信
VoIPを使用していない場合は、Dial via Office（DvO）を使用して通話を発信できます。

手順

ステップ 1 キーパッド画面で、番号をダイヤルします。

ステップ 2 [発信]をタップします。
社内通話システムより、モバイルボイスネットワーク経由でコールバックされます。

ステップ 3 [応答]をタップして通話を受け入れます。

ステップ 4 指示されたら、キーパッドで番号を押します。

通話の受け入れ後、社内通話システムはダイヤルされた番号に発信します。DvO通話オプションがネイ
ティブの電話アプリケーションで開きます。
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通知の設定

手順

ステップ 1 デバイスで [設定] > [通知センター] > [Jabber]を選択します。

ステップ 2 [通知の許可]を有効にします。

ステップ 3 希望のアラートスタイルを選択します。

通話中の機能

通話の転送

1 通話中の表示で をタップします。

2 [転送]をタップします。
3 次のいずれかの手順に従って通話を発信します。

•キーバッドで番号をタップし、[発信]をタップします。

•ディレクトリで連絡先を検索し、検索結果のいずれかの連絡先をタップして通話を発信します。

• username@example.comのようなメールアドレスを入力して [発信]をタップするか、検索結果のいずれかの連
絡先をタップして、通話を発信します。

4
をタップして転送を完了します。

電話会議の開始

1 通話中の表示で をタップします。

2 [会議]をタップします。
3 次のいずれかの手順に従って通話を発信します。

•キーバッドで番号をタップし、[発信]をタップします。

•ディレクトリで連絡先を検索し、検索結果のいずれかの連絡先をタップして通話を発信します。

• username@example.comのようなメールアドレスを入力して [発信]をタップするか、検索結果のいずれかの連
絡先をタップして、通話を発信します。

Cisco Jabberでは、最初の通話が自動的に保留にされて、両方の通話の状態が表示されます。（注）

4 をタップして、2件の通話をマージして電話会議にします。
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5 （オプション） をタップして、会議参加者のリストを表示します。

通話のマージ

マージ機能を使用して、既存の通話 2件をマージして電話会議にします。

次の手順は、Cisco Jabber VoIP通話にのみ適用されます。マージ機能は、DvO通話では使用できません。

1 通話中の表示で をタップします。

2 [通話のマージ]をタップします。
3 [OK]をタップします。
4 （オプション） をタップして、会議参加者のリストを表示します。

モバイルネットワークへの通話の移動

Cisco Jabber VoIP通話中に通話品質に問題が発生した場合、その通話をモバイルネットワークに移して、携帯電話で通
話を受けることができます。

次の手順は、Cisco Jabber VoIP通話にのみ適用されます。この機能は、DvO通話では使用できません。

1 通話中の表示で をタップします。

2 [携帯電話に移動]をタップします。
3 [OK]をタップします。
4 デバイスの呼び出し音が鳴ったら、[応答]をタップします。

管理者が、サーバで [モバイルネットワークに転送]オプションを有効にしている必要がありま
す。

（注）

コールパークの使用

アクティブな通話中に、コールパーク内線番号（別のオフィスや会議室にある電話など）に対して通話を保留できま

す。システム内の別の電話からコールパーク内線番号にダイヤルして、その通話を受けることができます。

現在の通話を保留にして別のデバイスに転送したり、一時的に保留にしたりできます。

手順

ステップ 1 通話中のオプションから、[その他] > [パーク保留]を選択します。

ステップ 2 他のデバイスから通話を取得するか、現在のデバイスで通話を再開します。
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ボイスメッセージ

ボイスメールアカウント

システム管理者は、ボイスメールアカウントのビジュアルボイスメールを有効にすることができます。ビジュアルボ

イスメールでは、音声指示に対応する代わりに、デバイスの画面を使用してメッセージを操作します。ボイスメール

ボックスにダイアルせずに、メッセージの一覧を表示できます。

ボイスメッセージから通話を返す

手順

ステップ 1 [ボイスメッセージ]画面で、メッセージの横にある をタップします。

ステップ 2 ボイスメッセージの [詳細]画面で [かけ直す]をタップします。
Dial via Office（DvO）を使用している場合は、次の手順に従います。

a) [応答]をタップして通話を受け入れます。
b) 指示されたら、キーパッドで番号を押します。

通話を受け入れると、社内通話システムによってかけ直しが実行されます。DvO通話オプションがネイ
ティブの電話アプリケーションで開きます。

ボイスメッセージからのテキストの送信

この手順は、ボイスメールアカウントにビジュアルボイスメールが設定されている場合に使用できます。

手順

ステップ 1 [ボイスメッセージ]画面で、メッセージの横にある をタップします。

ステップ 2 ボイスメッセージの [詳細]画面で [テキストメッセージ]をタップします。

ボイスメッセージからのチャットの開始

この手順は、ボイスメールアカウントにビジュアルボイスメールが設定されている場合に使用できます。
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手順

ステップ 1 [ボイスメッセージ]画面で、メッセージの横にある をタップします。

ステップ 2 ボイスメッセージの [詳細]画面で [チャット]をタップします。

チャット

チャットセッション中の通話の発信

手順

ステップ 1 チャット会話中に、iPhoneの場合は、 を、iPadの場合は[ ]アイコンをタップします。

ステップ 2 iPhoneの場合は、[発信]をタップします。

ステップ 3 電話をかける番号をタップします。

チャットセッション中の WebEx ミーティングの開始

手順

ステップ 1 チャット会話中に、iPhoneの場合は、 を、iPadの場合は [ ]アイコンをタップします。

ステップ 2 iPhoneの場合は [WebExミーティング]をタップします。

チャットセッション中のファイルの転送

システム管理者がこの機能を有効にしている場合は、チャットセッション中にファイルの転送を開始できます。

手順

ステップ 1 チャットウィンドウで、プラス記号のボタンを選択します。

ステップ 2 提示されるオプションの中から、ファイルタイプを選択します。

ステップ 3 デバイスからファイルタイプを選択します。
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ファイルはデバイスに保存するか、画像やビデオの転送時にキャプチャすることができます。

ステップ 4 ファイルが転送されるまで待ちます。

チャットセッション中の転送ファイルの受信

システム管理者がファイル転送を有効にしている場合は、チャット参加者からファイルを受け取ることができます。

手順

ステップ 1 プロンプトが表示されたら、[承認]を選択します。

ステップ 2 ファイル転送が完了するまで待ちます。

設定

低帯域幅モードの設定

Cisco Jabberで、オーディオを低帯域幅ネットワーク用に最適化するために低帯域幅モードが使用されています。これ
により、VoIP通話の通話品質が改善される可能性があります。

システム設定の詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

はじめる前に

次のいずれかが該当する必要があります。

•管理者が、異なるコーデックを使用するデバイス間の通話を処理するようにシステムを設定している

•自分自身のデバイスと通話相手のデバイスの両方が同じ低帯域幅コーデック（G.729a）をサポートしている

手順

ステップ 1 [Settings]画面の [Call]で、[Audio and Video]をタップします。

ステップ 2 [オーディオ]で、[低帯域幅モード]をオフに設定します。
同じ低域幅コーデックをサポートしていないデバイスに電話をかけると、以下のいずれかの

問題が発生する場合があります。

（注）

•音声が聞こえない

•通話がすぐに切断される
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通話オプションの設定

DvOは iPhoneでのみ使用できます。（注）

はじめる前に

次の手順は、Dial Via Office（DvO）機能が有効になっている電話サービスアカウントにのみ適用されます。

手順

ステップ 1 [設定]画面の [発信]で [通話オプション]をタップします。

ステップ 2 オプションを選択します。

説明オプション

常にモバイルデータネットワークまたはWi-Fiネットワーク経由で VoIP
通話を発信します。

Voice over IP

常にデバイスのモバイルボイスネットワーク経由で DvO通話を発信しま
す。

DvOを使用する場合、すべての通話は、社内通話システムからのコール
バックにより開始します。

モバイルボイスネット

ワーク

ネットワーク接続に基づいて、Cisco Jabberが自動的に VoIPまたはモバイ
ルボイスネットワークを選択します。

DvOを使用する場合、すべての通話は、社内通話システムからのコール
バックにより開始します。

自動選択

ステップ 3 [モバイルボイスネットワーク]または [自動選択]を選択した場合は、[DvOコールバック番号]セクショ
ンに正しいコールバック番号（通常は携帯電話番号）が入力されていることを確認します。

代替の Dial via Office（DvO）コールバック番号の追加
DvOを使用する場合、すべての通話は、社内通話システムからのコールバックにより開始します。 DvOコールバック
番号は、通常、ユーザの携帯電話番号です。
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手順

ステップ 1 [設定]画面の [発信]で [通話オプション]をタップします。

ステップ 2 [DvOコールバック番号]セクションで、[代替番号を使用]をタップします。

ステップ 3 代替 DvOコールバック番号を入力します。

ステップ 4 [保存]をタップします。

ボイスメールアカウントの設定

はじめる前に

システム管理者からアカウント情報を取得します。ボイスメールアカウントの場合は、ユーザ名、パスワード、サー

バアドレス、（場合によっては）ポートが必要です。

手順

ステップ 1 [設定]画面の [アカウント]で [ボイスメール]をタップします。

ステップ 2 システム管理者から取得したアカウント情報を入力します。

ステップ 3 [保存]をタップします。

通知と免責条項の表示

手順

ステップ 1 [設定]画面の [ヘルプ]で [バージョン情報]をタップします。

ステップ 2 [通知と免責条項]をタップします。

ステップ 3 次のいずれかのオプションをタップして、関連コンテンツを表示します。

•緊急電話番号に関する通知

•オープンソースに関する通知

•問題レポートツールに関する通知

•暗号化に関する通知

•使用およびエラー追跡
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シスコへのフィードバックの送信

はじめる前に

•お使いのデバイスのメールアプリケーションを設定します。

•システム管理者からエラー報告用のメールアドレスを取得します。

手順

ステップ 1 [設定]画面の [ヘルプ]を表示します。

ステップ 2 [ヘルプ]で、[シスコにフィードバックを送信する]をタップします。
メールアプリケーションが開いて新しいメッセージが表示されます。

ステップ 3 フィードバックを入力します。

ステップ 4 [送信]をタップします。

ユーザガイドの表示

手順

ステップ 1 [設定]画面の [ヘルプ]で [ユーザガイド]をタップします。

ステップ 2 次のいずれかのオプションをタップして、関連コンテンツを表示します。

説明オプション

Cisco Jabberの機能と利点を紹介するビデオツアー。クイックスタートビデオ

Cisco Jabberに初めてサインインしていくつかの主要な機能を
使用するための手順。

クイックスタートガイド

Cisco Jabberを使用するための詳細な手順。ユーザガイド

問題レポートの送信

はじめる前に

•お使いのデバイスのメールアプリケーションを設定します。
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•システム管理者からエラー報告用のメールアドレスを取得します。

手順

ステップ 1 [設定]画面の [ヘルプ]の下で、[問題レポートツール]をタップします。

ステップ 2 [詳細ログ]をタップして、有効にします。

ステップ 3 問題を再現します。

ステップ 4 [問題レポートの送信]電子メールをタップします。
Cisco Jabberによってメールアプリケーションが起動し、件名が自動入力された新しいメッセージが作
成されて、ログファイルが添付されます。

ステップ 5 問題の概要を Eメール本文に入力して、システム管理者に送信します。
問題が発生した時刻も含めます。通話に関する問題の場合は、[履歴]リストを確認して該当
する時刻を見つけてください。

ヒント

次の作業

バッテリとストレージ領域の消費を抑えるため、[詳細ログ]が不要になった際には、この機能
をオフにします。

[詳細ログ]がオンになっていると、通話のビデオと音声の品質に影響します。

重要

Cisco Jabber のアイコン

チャットコントロール

表 3：チャットコントロール

説明ボタン

絵文字を表示します。

グループチャットの参加者リストを表示します。

その他のオプションを表示します。このメニューを使用して、チャットを通話

または Cisco WebExミーティングに切り替えることができます。

このボタンは iPhone
でのみ使用できます。

（注）
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説明ボタン

キーボードを表示します。

このボタンは iPhone
でのみ使用できます。

（注）

マーク表示のステータスアイコンの設定

デフォルトで、Cisco Jabberは標準的なステータスアイコンを使用します。色を識別できないユーザは、モノクロの記
号を用いたマーク表示のステータスアイコンを使用するようにアプリを設定できます。

表 4：マーク表示のステータスアイコンの使用

説明マーク表示アイコン標準的なアイコン

応答可能

退席中

応答不可

オフライン

マーク表示のステータスアイコンを使用するには、[設定] > [表示]を選択して [アクセシビリティアイコン]スイッチを
オンにします。

ボイスメッセージアイコン

表 5：ボイスメッセージアイコン

説明アイコン

未開封メッセージ

重要なメッセージ

セキュアメッセージ

プライベートメッセージ
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アクセス設定アイコン

iPhone および iPad の場合

説明アイコン

iPhoneでナビゲーションドロワーを開き、[設定]にアクセスします

iPadで、[設定]画面を開きます

トラブルシューティング

Cisco Jabber

本書で説明されている機能の一部が社内でサポートされていない場合もあります。詳細につ

いては、システム管理者にお問い合わせください。

（注）

通話の音声品質は、Wi-Fiまたはモバイルデータネットワーク接続によって異なります。Cisco
Technical Assistance Center（TAC）は、モバイルデータネットワークまたは社外のWi-Fiネッ
トワークを使用している場合の音声品質の問題はトラブルシューティングできません。

（注）

サインインの問題

サインインできない場合は、次のトラブルシューティングのヒントを試してみてください。

手順

ステップ 1 サポートされているデバイスとオペレーティングシステムを使用しているか確認します。

サポートされているデバイスとオペレーティングシステムの詳細については、ご使用のリリースのCisco
Jabber for iPhone and iPadリリースノートを参照してください。

ステップ 2 Cisco Jabber for iPhone and iPadの正しいリリースを使用していることを確認します。
Cisco Jabber for iPhone and iPadの最新リリースは、App Storeからダウンロードできます。
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ステップ 3 社外のWi-Fiネットワークから社内ネットワークへのアクセス権があることを確認してください。

ステップ 4 社外のWi-Fiネットワークから社内ネットワークへのアクセス権がある場合は、システム管理者に連絡
して、Collaboration Edge環境が正しく設定されていることを確認してください。

ステップ 5 社外のWi-Fiネットワークから社内ネットワークへのアクセス権がある場合は、VPNが接続されている
ことを確認してください（VPNが必要な場合）。 VPNが接続されていない場合は、システム管理者に
お問い合わせください。

ステップ 6 [電話サービス]を使用している場合は、次の手順に従ってデバイスと社内ネットワークの間のネットワー
ク接続を確認します。

a) インターネットブラウザを開きます。
b) インターネットブラウザに http://<社内の Cisco Unified Communications Managerサーバアドレス>の
形式で URLを入力して、社内通話システムの管理ページにアクセスします。

例：
http://209.165.200.224
社内のCisco Unified CommunicationsManagerサーバのアドレスがわからない場合は、システム管理者
にお問い合わせください。

c) 社内通話システムの管理ページにアクセスできない場合は、別のネットワークアクセスポイントか
らアクセスしてみてください。それでも社内通話システムの管理ページにアクセスできない場合は、

ネットワークの問題がないかシステム管理者にお問い合わせください。

ステップ 7 社外の電話サービスおよびCisco Unified CommunicationsManager 9.0以降を使用している場合は、次の手
順に従ってデバイスとサーバの間のネットワーク接続を確認します。

a) VPN経由で会社のネットワークからインターネットブラウザを開きます。
b) お使いのインターネットブラウザに、URL（https://cucm server:8443/cucm-uds/user/<userid>）を入力
し、社内コールシステムの管理ページへのアクセスを試してください。

社内のCisco Unified CommunicationsManagerサーバのアドレスがわからない場合は、システム管理者
にお問い合わせください。

サーバにアクセスできない場合は、ネットワークの問題がないかシステム管理者にお問い合わせくだ

さい。

c) 自分のユーザ名とパスワードを使用してサインインします。
サインインに失敗した場合は、システム管理者に連絡してユーザ名とパスワードを確認してくださ

い。

ステップ 8 Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service Serviceリリース 9.1以前を使用している場
合は、次の手順に従って自分のユーザアカウントでサインインできるか確認します。

a) http://<プレゼンスサーバ名>/<CCMユーザ名>の形式で URLを入力します。
サーバにアクセスできない場合は、ネットワークの問題がないかシステム管理者にお問い合わせくだ

さい。

b) 自分のユーザ名とパスワードを使用してサインインします。
サインインに失敗した場合は、システム管理者に連絡してユーザ名とパスワードを確認してくださ

い。
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ステップ 9 Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service Serviceリリース 10.0を使用している場合
は、次の手順に従って自分のユーザアカウントでサインインできるか確認します。

a) http://<CCMサーバ名>/<CCMユーザ名>の形式で URLを入力します。
それでもサーバにアクセスできない場合は、ネットワークの問題がないかシステム管理者にお問い合

わせください。

b) 自分のユーザ名とパスワードを使用してサインインします。
サインインに失敗した場合は、システム管理者に連絡してユーザ名とパスワードを確認してくださ

い。

ステップ 10 それでも Cisco Jabber for iPhone and iPadを設定できない場合は、システム管理者に問題レポートを送信
します。

接続の問題

接続が切断される

問題 UCMサーバへのデバイスの接続が切断され、自動的に再接続できません。

解決法 同じアカウントを使用して、複数の Cisco Jabber for iPhone and iPadアプリケーションにサインインしていない
かどうか確認します。アカウントは、同時に 1つの Cisco Jabber for iPhone and iPadアプリケーションにのみサインイン
できます。この問題を解消するには、同じアカウントを使用している他のアプリケーションからサインアウトします。

連絡先の問題

連絡先の写真が表示されない

問題 Cisco Jabberの連絡先の写真が表示されません。

解決法 次の手順を試してみてください。

• CiscoJabberで [設定]> [表示]をタップし、[連絡先の写真を表示]スイッチがオンになっていることを確認します。
オンになっていない場合は、このスイッチをオンにします。

•プロフィールの写真が有効であることをシステム管理者に確認します。

通話の問題

モバイルネットワークに通話を送信できない

問題 Cisco Jabber VoIP通話をモバイルボイスネットワークに送信できません。

解決法 次の項目を確認してください。
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•信号強度が十分なことを確認します。

•電話で [発信者番号通知]設定が有効になっていることを確認します。 iPhoneのホーム画面で [設定] > [電話] > [発
信者番号通知]をタップして、[発信者番号通知]スイッチがオンになっていることを確認します。

発信できない

問題 Wi-Fiネットワーク経由で VPNを使用して Cisco Jabber通話を発信できません。

解決法 VPNクライアントがサポートされているかどうか確認します。

ビデオ会議を開始できない

問題 Cisco Jabberからビデオ会議通話を開始できません。

解決法 システム管理者に問い合わせて、電話サービスアカウントのマルチコントロールユニットが正しく設定され

ていることを確認してください。

Dial via Office（DvO）通話の問題

問題 Dial via Office（DvO）通話を発信すると、呼び出し先がボイスメールシステムまたは異なる番号から通話を受信
します。

解決法 次のような場合、DvO通話を発信すると、呼び出し先がボイスメールシステムまたは別の番号から通話を受
信することがあります。

•モバイルボイスネットワークの接続状態が悪い。この問題を防ぐには、DvO通話を発信する前に、モバイルボ
イスネットワークの接続状態が良好であることを確認します。

• DvOコールバック番号に携帯電話番号とは異なる電話番号を設定している。この問題を防ぐには、CiscoJabberの
設定で、[DvOコールバック番号]を携帯電話番号に変更します。

•時間内にコールバックに応答せず、デバイスにボイスメールが設定されている。

通話が切断される

問題 Wi-Fiネットワーク経由で VPNを使用して Cisco Jabber VoIP通話を発信すると、数秒後に通話が切断されます。

解決法 次の項目を確認してください。

• VPNクライアントがサポートされていることを確認します。

•データネットワーク信号を確認します。モバイルデータネットワークを介して Cisco Jabberを使用している場
合、接続と通話品質は大幅に異なります。問題が解消しない場合は、モバイルデータネットワーク接続を無効に

してください。 Cisco Jabberで [設定] > [通話] > [オーディオとビデオ]をタップします。 [モバイルデータネット
ワーク]スイッチをタップしてオフにします。
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通話オプションが表示されない

問題 Cisco Jabberの [設定]メニューに通話オプションが表示されません。

解決法 管理者が Dial via Office機能を有効にしている必要があります。有効でない場合は、[設定]メニューに通話オ
プションが表示されません。詳細については、管理者に連絡してください。

音質が低い、よく聞こえない

問題 音質が低かったり、突然音が聞こえなくなったり、音声がよく聞こえなくなったりします。

解決法 次の項目を確認してください。

•ワイヤレス信号が弱い：デバイスのアンテナバーを確認して、Wi-Fi接続の信号強度が十分であることを確認し
ます。信号が弱い場合は、モバイルネットワークに通話を移動することを検討してください。通話中に を

タップし、[携帯電話に移動]をタップします。 [OK]をタップして[応答]をタップします。

•モバイルデータネットワークに接続：モバイルデータネットワークを介して Cisco Jabberを使用している場合、
接続と通話品質は大幅に異なります。問題が解消しない場合は、モバイルデータネットワーク接続を無効にして

ください。 Cisco Jabberで [設定] > [通話] > [オーディオとビデオ]をタップします。 [モバイルデータネットワー
ク]スイッチをタップしてオフにします。

• BluetoothとWi-Fiの干渉：最適に設計されたWi-Fiネットワークでも、Bluetoothヘッドセットなどの他のデバイ
スによる干渉が発生することがあります。この干渉がCisco Jabberでの通話の切断や低音質の原因となっているこ
とがあります。 Bluetoothヘッドセットをオフにして、問題が解消するかどうかを確認します。

• Wi-Fiアクセスポイント間でのハンドオフ：職場内を移動すると、Wi-Fi接続が異なるアクセスポイント間で転
送されることがあります。接続がアクセスポイント間で転送される間に通話に応答すると、音声が数秒間不明瞭

になったり、聞こえなくなったりする場合があります。ハンドオフが完了すると、この問題は自動的に解決しま

す。

•電話サービスへの接続の切断：一般的な原因として、ネットワークに問題が発生したか、サーバが一時的に停止
したことが考えられます。問題が解決しない場合は、システム管理者にお問い合わせください。

•ネットワークの帯域幅の低下：低帯域幅のワイヤレスネットワークを介して通話を行う場合は、低帯域幅ネット
ワーク用に接続を最適化してから、もう一度試してください。 Cisco Jabberで [設定] > [通話] > [オーディオとビデ
オ]をタップします。 [低帯域幅モード]スイッチをタップしてオンにします。

片通話

問題 Wi-Fiネットワーク経由で VPNを使用して Cisco Jabber通話を発信するときに、通話の音声が一方向にしか聞こ
えません。

解決法 VPNクライアントがサポートされていることを確認します。

ヘッドセットで音声が聞こえない

問題 ヘッドセットを使用した通話中に、ヘッドセットの音量を上げても相手の声が聞こえません。
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解決法 ヘッドセットの音量と Cisco Jabberの音量は、それぞれ別のものです。 Cisco Jabberの音量設定を上げる必要が
あります。

それには、Cisco Jabberを起動し、ヘッドセットを接続した状態で、デバイスの音量ボタンを使用して音量設定を調整
します。

ネイティブの電話アプリで通話を受信したときに音声が聞こえない

問題 ネイティブの電話アプリで通話を受信したときに、Cisco Jabber VoIP通話の音声が聞こえません。

解決法 ネイティブの電話アプリで新しくモバイル通話を受信したとき、すでに Cisco Jabber VoIPで通話中の場合は、
その新しい通話を拒否することを推奨します。

1 [拒否]をタップします。

2 [再開]をタップして Cisco Jabber VoIP通話を再開します。

ネイティブの電話アプリで着信通話を受信した場合は、そのアプリが Cisco Jabberを含む他のすべてのアプリのマイク
を自動的に無効にします。

マイクが無効になる前に、現在の通話相手へ別の通話に応答する必要があることを知らせる時間はありません。

新しい通話を拒否して Cisco Jabber VoIP通話を再開すると、現在の通話相手に再び音声が聞こえるようになります。

新しい通話を受け入れた場合は、ネイティブの電話の通話が終了するまでCisco Jabber VoIP通話に戻ることはできませ
ん。

ボイスメールの問題

ボイスメールの資格情報の問題

問題 ユーザ名またはパスワードが間違っているエラーのために、ボイスメッセージへアクセスできません。

解決法 サポートが必要な場合は、ボイスメール管理者に問い合わせてください。ボイスメール管理者はサーバの設定

を確認したり、ユーザのパスワードをリセットしたりすることができます。

一部のボイスメッセージを表示できない

問題 社内ネットワークに接続されていないときに、一部のビジュアルボイスメッセージを表示できません。

解決法 ボイスメッセージの更新、およびセキュアなボイスメッセージの再生を行うには、 Cisco Jabberを社内ネット
ワークに接続する必要があります。保存済みボイスメッセージは、社内ネットワークに接続していなくても再生でき

ます。

バッテリの問題

バッテリが急速に消耗する

問題 Cisco Jabberを使用すると、デバイスのバッテリが急速に消耗します。
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解決法 バッテリの消耗を緩和するには、次の項目を確認してください。

• [詳細ログ]：このオプションは、Cisco Jabberの使用上の問題を解決するためのトラブルシューティングに必要な
詳細情報を収集する場合にのみ有効にします。それ以外のときは、無効にしてください。Cisco Jabberで、[設定]
> [問題レポートツール]をタップします。 [詳細ログ]スイッチをタップしてオフにします。

• 3GまたはWi-Fiの接続状態が悪いと、バッテリ寿命に影響を与えることがあります。ネットワーク信号が強い場
所に移動してください。
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